
は
じ
め
に

近
年
の
規
制
緩
和
や
国
際
化
の
波
の
中
、
従
来
型
の

日
本
的
雇
用
制
度
、
つ
ま
り
年
功
を
中
心
と
す
る
配

置
・
昇
格
、
給
与
体
系
、
終
身
雇
用
を
基
準
と
す
る
人
材
の
活
用
・

育
成
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
終
身
雇
用

の
前
提
で
、
企
業
は
職
業
訓
練
を
十
分
に
う
け
て
は
い
な
い
新
卒
者

を
雇
用
し
、
社
会
人
と
し
て
活
用
が
可
能
な
人
材
に
な
る
ま
で
、
研

修
・
福
利
厚
生
な
ど
を
提
供
し
定
年
ま
で
そ
の
一
企
業
に
だ
け
通
用

す
る
「
企
業
人
」
を
育
て
、
職
場
だ
け
で
な
く
生
活
環
境
お
よ
び
基

盤
を
提
供
し
た
。
企
業
の
人
事
部
門
に
は
、
研
修
や
人
材
育
成
担
当

者
が
お
か
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
学
、
特
に
、
私
立
大
学
の
場
合
も

企
業
と
同
様
、
職
員
は
そ
の
学
校
法
人
へ
就
職
し
、
定
年
ま
で
雇
用

が
保
障
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
雇
用
者
と
し
て
各
学
校
法
人

は
職
員
の
Ｃ
Ｄ
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
責
任
を

慶
応
義
塾
大
学
人
事
部
長
付
課
長
代
理

す
み
た
・
ひ
で
こ

隅
田

英
子

主
体
性
を
重
ん
じ
る
研
修
シ
ス
テ
ム

－７２－



慶応義塾大学における職員研修の体系

Ⅰ 職位別研修 

①部長研修 

塾

外

研

修

 

塾

内

研

修

 

Ⅱ 部門別研修 

Ⅵ 国内研修 

Ⅶ 国外研修 

Ⅲ 特定課題研修 

Ⅳ 目標チャレンジ制度 
　（O J T研修） 

Ⅴ 各種研修 

②課長研修 
③課長代理研修 
④係主任研修 
⑤一般職員研修 
⑥新任職員研修 

①長期研修（１～２年） 
②中期研修（３ヵ月） 
③短期語学研修（２ヵ月） 
④短期技術員研修（１ヵ月） 
⑤短期医学部職員研修（１ヵ月） 
⑥その他各種研修 

①大学院派遣研修 
②義塾大学ビジネススクール 
　　　　　　　　　セミナー派遣研修 

①私立大学連盟研修 
②各種団体主催セミナー 

③職員コンピュータ研修 
④職員英語講座 
⑤各種実務研修 

自

己

啓

発

 

通　信　研　修 

－７３－



負
う
。
慶
應
義
塾
で
は
、
人
事
部
の
中
に
、
人
事
二
課
を
設
け
、
人

事
企
画
業
務
の
一
貫
と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
研
修
制
度
（
七

三
頁
、
図
参
照
）
を
提
供
し
て
い
る
。

大
学
改
革
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
そ
の
方
法
が
模
索
さ
れ
る
現
在
、

教
員
の
任
期
制
度
の
導
入
は
企
業
と
同
様
、
終
身
雇
用
が
確
保
さ
れ

て
い
た
日
本
の
大
学
へ
雇
用
不
安
を
持
ち
込
む
と
い
う
見
地
か
ら
の

反
発
も
あ
る
�
。
教
員
任
期
制
度
は
大
学
の
教
育
研
究
の
場
、
特
に

こ
れ
ま
で
内
部
的
に
評
価
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
教
員

の
評
価
の
導
入
で
あ
り
、
ま
た
、
人
材
の
活
性
化
と
し
て
推
進
す
る

意
見
も
み
ら
れ
る
。
終
身
雇
用
の
従
来
型
人
事
制
度
で
は
、
世
界
的

に
活
躍
す
る
著
名
な
研
究
者
を
一
時
的
に
招
聘
し
、
責
任
あ
る
ポ
ス

ト
を
提
供
し
て
教
育
や
研
究
に
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
が
困
難

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
新
制
度
は
大
学
の
国
際
化

の
中
、
必
然
と
も
い
え
る
。
一
方
、
大
学
の
職
員
に
お
い
て
は
、
教

育
・
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
を
そ
の
中
心
的
職
務
と
捉
え
る

従
来
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
教
員
ほ
ど
国
際
化
の
波
を
直
接
的
に

受
け
る
こ
と
は
日
常
業
務
で
顕
著
で
な
い
。
企
業
の
よ
う
に
、
数
値

で
の
業
績
を
即
、
提
示
す
る
必
要
性
が
伝
統
的
に
大
学
の
業
務
遂
行

で
は
求
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
教
員
の
任
期
制
の
よ
う
な
制
度

の
導
入
な
ど
を
考
え
る
可
能
性
は
少
な
く
、
ル
ー
テ
ィ
ン
作
業
を
こ

な
し
、
定
年
ま
で
勤
務
す
る
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。慶
應
義
塾
で
は
、こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、職
員
の
継
続
的
な

意
識
の
向
上
と
育
成
を
重
要
事
項
と
と
ら
え
、
外
部
の
研
修
機
関
等

を
活
用
し
、一
般
企
業
で
実
施
す
る
研
修（
Ｌ
Ｄ
Ｐ
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
ー
な
ど
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
か
ね
て
よ
り
実
施
し
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
教
育
研
究
の
高
度
化
に
対
応
で

き
る
職
員
の
育
成
を
視
野
に
入
れ
、
新
し
く
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
そ
の
内
容
と
、Ｃ
Ｄ
と
し
て
の
意
義
を
考
察
す
る
。

大
学
院
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

慶
応
義
塾
で
は
、
一
九
九
七
年
度
よ

り
業
務
改
革
推
進
室
が
設
置
さ
れ
、

業
務
改
革
が
遂
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
提
示
さ

れ
た
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
大
学
職
員
に
は
以
下
の
よ
う
な

能
力
・
ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
て
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
員

�
高
度
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

特
に
、
最
先
端
の
教
育
研
究
を
実
施
す
る
大
学
に
お
い
て
研
究
支

援
に
従
事
す
る
米
国
に
存
在
す
るadm

inistrator

（
行
政
管
理
職
）

の
登
場
が
予
測
さ
れ
る
�
中
、
そ
の
研
究
の
社
会
的
価
値
、
最
先
端

度
、
特
に
国
際
的
な
価
値
な
ど
を
見
極
め
る
高
度
か
つ
学
際
的
な
知

識
、
そ
し
て
ま
た
限
ら
れ
た
資
金
を
有
効
に
活
用
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
予
測
し
て
設
置
さ

れ
た
の
が
、
慶
應
義
塾
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
諸
大
学
院
研
究
科
の

－７４－



中
で
も
、
従
来
型
の
学
術
研
究
者
養
成
だ
け
で
な
く
、
各
界
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
日
本
で
最
初
の
Ｍ

Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
経
営
管
理
研
究
科
（
修
士
課
程
）
と

Ｓ
Ｆ
Ｃ
（
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
一
九
九
四
年
四
月
に
開
設
さ

れ
た
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
（
修
士
課
程
）
へ
の
職
員
の
派
遣
留

学
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
科
に
一
九
九
五
年
度
よ
り
一
名

の
枠
を
設
け
、
指
名
で
は
な
く
、
公
募
後
、
人
事
部
で
選
抜
の
の
ち
、

一
般
の
応
募
者
と
一
緒
に
、
入
学
選
考
を
受
け
、
合
格
の
場
合
、
授

業
料
免
除
、
そ
し
て
、
就
学
期
間
は
、
給
料
が
保
障
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
期
間
は
休
職
で
あ
り
な
が
ら
在
職
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
い
う
優
遇
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

筆
者
は
そ
の
第
一
期
生
と
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究

科
の
修
士
課
程
を
一
九
九
七
年
三
月
に
修
了
し
た
が
、
こ
の
研
修
に

は
大
学
職
員
と
し
て
上
述
の
知
識
と
ス
キ
ル
の
向
上
と
い
っ
た
側
面

だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
側
面
で
の
収
穫
が
あ
っ
た
の
で
二
つ
の

側
面
に
わ
け
て
詳
し
く
述
べ
る
。

１

知
識
の
習
得
・
ス
キ
ル
の
向
上

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
に
お
い
て
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
が
日
本
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
最
初
に
全
学
生
に
提
供
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ

Ｃ
の
研
究
科
と
し
て
、
ま
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
な
が
ら
学
習
す
る
ス
キ
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
。
職
員
と

し
て
業
務
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
利
用
が
ま
だ
試
行
中
で
あ

る
が
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
し
、
筆
者
の
場
合
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
社
会
活
用
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
で
非
営
利
の
組
織

の
立
ち
上
げ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
経
験
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
整
備
が
さ
れ
る
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
展
開
す

る
仕
事
の
実
施
の
あ
り
方
や
、
既
存
の
大
学
の
職
員
と
し
て
は
機
会

が
あ
ま
り
な
い
、
新
組
織
の
設
立
・
運
営
に
お
け
る
実
践
的
学
習
が

可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
は
、
課
程
修
了
後
の
現
在
、
現
場
の
職

務
の
業
務
改
善
や
効
率
化
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
お
よ
び
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
授
業
や
発

表
会
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、
最
先
端
の
研
究
に
参
加
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
テ
ー
マ
と
は
異
な
る
分
野
で
ど
の
様
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
の
知
識
が
深
ま
る
。
特
に
、
こ
の
研
究
科
の
場
合
、

名
前
が
示
す
と
お
り
、
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
策
や
、
技
術
・
メ

デ
ィ
ア
を
含
む
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
お
り
、
広
範
囲
の
研
究
分
野

を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
研
究
を
職
員
と
し
て
外
部
か
ら
傍

観
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
中
に
入
っ
て
評
価
す
る
と
機
会
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

２

顧
客
満
足
（
Ｃ
Ｓ
）
の
発
想
へ
の
気
づ
き

－７５－



職
員
と
し
て
仕
事
を
始
め
て
一
〜
二
年
は
、大
学
に
お
け
る
顧
客（
広

義
に
と
ら
え
る
と
社
会
全
体
ま
で
を
含
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
こ

こ
で
は
狭
義
的
に
と
ら
え
る
）
の
中
で
一
番
身
近
に
い
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
学
生
の
立
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
っ
た
姿
勢
で

業
務
に
従
事
し
て
い
る
が
、
五
年
以
上
も
在
職
す
る
と
、
徐
々
に
顧

客
で
あ
る
学
生
の
満
足
（
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｓ
）
の
視
点
は
失
わ
れ
、
職

務
遂
行
者
の
便
宜
と
い
う
視
点
か
ら
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
自
戒

を
含
め
し
ば
し
見
ら
れ
る
。
こ
の
研
修
で
は
、
研
修
開
始
と
同
時
に

顧
客
側
の
立
場
に
研
修
者
は
投
げ
込
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
（
学
生
が
多
様
化
す
る
中
、
大
学
の
多
く
の
サ

ー
ビ
ス
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
学
生
を
一
元
的
に
と
ら
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
な
ど
）
に
気
が
つ
く
。
こ
れ
は
本
来
の
大
学
院

生
と
し
て
の
学
術
的
な
収
益
で
は
な
い
が
、
発
想
の
転
換
、
業
務
の

問
題
点
、
立
場
に
よ
る
と
ら
え
方
の
相
違
な
ど
を
顕
在
化
で
き
る
、

二
次
的
で
は
あ
る
が
重
要
な
研
修
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
外
研
修

慶
應
義
塾
が
英
国
に
宿
泊
を
含
む
研
修
施
設
と
し
て

英
国B

ury
St

E
dm

unds

に
施
設
を
借
り
上
げ
た
こ

と
と
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
施
設
の
夏
季
の
有
効
利
用
を
も
兼
ね

て
、
既
存
の
個
別
語
学
留
学
研
修
（
二
カ
月
）
中
・
長
期
（
三
カ
月

お
よ
び
一
年
）
の
個
別
留
学
研
修
に
加
え
て
、
短
期
国
外
集
合
研
修

の
実
施
を
一
九
九
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
当
初
は
、
管
理
職

（
部
・
課
長
）
の
職
位
別
研
修
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
実
施
さ
れ
た

が
、
一
九
九
七
年
度
か
ら
は
、
「
将
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
若
手
監

督
職
（
主
任
以
上
）
を
含
む
職
位
混
合
の
研
修
と
し
て
英
国
二
回
、

米
国
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
の
集
合
研
修
を
実
施
し
た
。
国
外
研

修
に
つ
い
て
は
、
経
験
だ
け
重
視
す
る
と
旅
行
的
に
と
ら
え
ら
れ
て

し
ま
う
傾
向
が
、
参
加
者
お
よ
び
非
参
加
者
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
の

反
省
か
ら
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
�
を
人
事
部
で
企
画
・
設
定
し
、
慶

應
義
塾
の
長
期
的
な
展
望
を
塾
内
外
の
有
識
者
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら

れ
公
表
さ
れ
て
い
る
義
塾
の
「
長
期
基
本
構
想
」
の
中
に
述
べ
ら
れ

た
問
題
点
の
探
求
、
解
決
に
結
び
つ
く
た
め
の
調
査
と
し
、
事
前
に

十
分
な
研
修
を
実
施
、
大
学
等
訪
問
、
現
地
で
の
グ
ル
ー
プ
別
発
表

討
議
、
経
営
陣
に
よ
る
講
演
、
現
地
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
に
よ
る
大
学
外

の
現
地
の
様
子
の
講
演
、
帰
国
後
、
Ｐ
Ｃ
上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
発
表
会
の
実
施
、
可
能
な
範
囲
で
の
成
果
物

の
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
�
で
の
公
開
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
参

加
者
に
よ
る
研
修
成
果
の
学
内
外
へ
の
共
有
化
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
結
果
、
そ
の
存
在
が
見
え
に
く
い
職
員
の
研
究
活
動
の

顕
在
化
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
英
国
で
の
研
修
は
、
日
本
と
同
様

Ｅ
Ｕ
統
合
と
い
う
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
国
際
化
が
急
速

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
米
国
の
教
育
制
度
を
意
識
し
た
評
価
制
度
の

導
入
な
ど
、
日
本
の
大
学
の
将
来
を
考
え
る
た
め
に
比
較
材
料
が
豊
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富
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
、
諸
外
国
の
教
育
制

度
や
大
学
に
お
け
る
動
向
の
調
査
を
す
る
動
き
が
、
研
修
者
に
み
ら

れ
る
。
報
告
会
の
実
施
は
、
職
員
が
一
般
に
苦
手
と
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

将
来
の
展
望

こ
の
よ
う
な
研
修
制
度
は
、
現
在
、
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
時
代
の
変
化
を
先
取
り
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
職

員
の
育
成
の
育
成
と
し
て
試
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
研
修
制
度

全
体
と
し
て
は
、
現
在
の
大
学
職
員
の
レ
ベ
ル
や
職
務
内
容
か
ら
は

時
代
錯
誤
に
な
り
つ
つ
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
応
募
者
の
減
少

や
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
、

人
事
制
度
、
特
に
配
置
な
ど
人
事
の
諸
制
度
へ
の
融
合
化
を
含
め
、

量
の
充
実
か
ら
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
発
想
で
、
時
代

の
要
請
に
適
し
た
制
度
へ
徐
々
に
改
訂
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
そ
の
検
討
の
実
施
に
む
け
て
準
備
が
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
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。
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学
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エ
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学
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�
一
九
九
七
年
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テ
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マ

「
英
国
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
評
価
」
、「
米

国
の
病
院
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
・
財
務
管
理
」、「
英
国
の
初
等
・
中
等
教
育
か
ら

考
え
る
一
貫
教
育
」。
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